
【柱３　地域と歩む持続可能な教育の実現】
管内 R4 R5 R6 管内 R4 R5 R6 管内 R4 R5 R6

全国 42.9 55.2 58.7 全国 － － － 全国 － － －

全道 74.0 83.7 87.3 全道 68.7 61.5 67.0 全道 99.3 98.4 98.0

空知 76.7 84.7 86.3 空知 62.5 58.3 70.8 空知 100.0 100.0 92.1

石狩 64.8 75.0 76.3 石狩 87.5 87.5 87.5 石狩 100.0 98.7 100.0

後志 71.8 78.9 87.2 後志 50.0 40.0 40.0 後志 100.0 100.0 100.0

胆振 56.7 89.7 90.5 胆振 90.9 90.9 90.9 胆振 100.0 93.1 91.1

日高 88.0 93.8 93.5 日高 71.4 57.1 57.1 日高 100.0 100.0 100.0

渡島 77.9 80.3 80.0 渡島 72.7 72.7 72.7 渡島 100.0 100.0 98.7

檜山 75.0 84.4 100.0 檜山 71.4 42.9 28.6 檜山 87.1 87.1 91.4

上川 87.8 91.6 91.4 上川 52.2 47.8 47.8 上川 95.6 96.0 98.8

留萌 83.3 88.6 91.4 留萌 25.0 12.5 25.0 留萌 100.0 97.1 98.0

宗谷 53.1 54.7 82.3 宗谷 80.0 80.0 80.0 宗谷 100.0 100.0 100.0

オホ－ツク 84.8 87.9 91.1 オホ－ツク 83.3 66.7 88.9 オホ－ツク 100.0 100.0 100.0

十勝 81.9 92.9 95.5 十勝 78.9 68.4 84.2 十勝 100.0 100.0 100.0

釧路 59.4 69.6 77.5 釧路 87.5 87.5 75.0 釧路 100.0 100.0 100.0

根室 61.2 93.8 93.5 根室 80.0 80.0 100.0 根室 100.0 100.0 100.0

管内 R4 R5 R6 管内 R4 R5 R6 管内 R4 R5 R6

全国 － － － 全国 － － － 全国 － － －

全道 30.6 32.3 36.9 全道 26.8 27.9 33.0 全道 78.9 90.6 95.8

空知 27.5 29.7 37.6 空知 12.5 16.7 16.7 空知 72.9 90.5 91.0

石狩 17.6 21.4 24.4 石狩 37.5 37.5 37.5 石狩 90.8 89.5 97.2

後志 33.6 22.9 28.4 後志 20.0 25.0 20.0 後志 67.6 78.5 91.7

胆振 23.0 23.8 27.0 胆振 45.5 45.5 45.5 胆振 61.0 86.9 93.9

日高 40.0 58.3 47.8 日高 14.3 14.3 14.3 日高 66.7 80.4 100.0

渡島 28.6 30.4 29.6 渡島 27.3 27.3 100.0 渡島 67.6 100.0 99.2

檜山 68.8 21.9 53.1 檜山 28.6 28.6 28.6 檜山 83.9 83.9 91.4

上川 33.2 35.1 43.9 上川 47.8 47.8 52.2 上川 84.2 90.5 95.2

留萌 27.8 31.4 28.6 留萌 12.5 12.5 12.5 留萌 74.3 85.3 87.9

宗谷 23.4 25.0 27.4 宗谷 10.0 10.0 10.0 宗谷 76.6 84.4 89.5

オホ－ツク 25.2 19.5 17.1 オホ－ツク 16.7 16.7 22.2 オホ－ツク 92.2 99.3 100.0

十勝 45.2 61.3 72.1 十勝 26.3 26.3 26.3 十勝 80.3 92.8 100.0

釧路 26.4 35.3 34.3 釧路 50.0 50.0 50.0 釧路 72.6 96.2 100.0

根室 46.9 43.8 67.4 根室 40.0 40.0 40.0 根室 68.0 80.0 96.9

管内 R4 R5 R6 管内 R4 R5 R6 管内 R4 R5 R6

全国 － － － 全国 － － － 全国 － － －

全道 73 78 140 全道 9.8 12.3 12.9 全道 58.7 58.9 66.6

空知 8 5 16 砂川 1.7 1.4 1.9 空知 16.1 21.6 48.8

石狩 2 6 11 深川 3.1 4.2 4.4 石狩 20.4 20.4 29.8

後志 3 0 13 森 1.3 1.7 1.8 後志 68.5 65.4 69.1

胆振 4 7 16 北見 1.2 1.4 1.3 胆振 99.3 100.0 93.9

日高 9 8 1 足寄 1.4 2.1 2.0 日高 75.0 76.1 85.8

渡島 5 6 8 厚岸 1.1 1.5 1.5 渡島 71.2 75.9 71.7

檜山 1 0 6 檜山 74.2 80.6 90.0

上川 6 9 14 上川 76.4 69.7 79.9

留萌 0 0 12 留萌 100.0 100.0 94.1

宗谷 5 9 6 宗谷 85.9 82.8 84.0

オホ－ツク 8 5 7 オホ－ツク 41.8 43.0 53.2

十勝 10 10 11 十勝 19.1 23.7 45.9

釧路 5 8 9 釧路 79.2 88.6 92.9

根室 7 5 10 根室 58.0 54.0 61.1

管内 R4 R5 R6 管内 R4 R5 R6 管内 R4 R5 R6

全国 － － － 全国 － － － 全国 － － －

全道 79.7 81.0 82.0 全道 7.3 14.5 34.6 全道 84.3 89.9 98.3

空知 86.4 70.6 空知 4.2 20.8 20.8 空知 95.8 91.7 100.0

石狩 － － 石狩 12.5 12.5 12.5 石狩 42.9 71.4 100.0

後志 93.5 94.7 後志 10.0 10.0 10.0 後志 85.0 100.0 100.0

胆振 79.3 74.6 胆振 18.2 18.2 18.2 胆振 81.8 72.7 100.0

日高 80.0 88.0 日高 0.0 0.0 57.1 日高 100.0 100.0 100.0

渡島 77.8 87.9 渡島 0.0 81.8 100.0 渡島 100.0 100.0 100.0

檜山 87.5 84.4 檜山 0.0 0.0 100.0 檜山 100.0 100.0 100.0

上川 59.2 76.9 上川 8.7 8.7 8.7 上川 60.9 73.9 91.3

留萌 61.5 61.1 留萌 12.5 12.5 12.5 留萌 100.0 100.0 100.0

宗谷 67.7 75.4 宗谷 0.0 0.0 0.0 宗谷 90.0 100.0 100.0

オホ－ツク 89.0 78.8 オホ－ツク 5.6 5.6 16.7 オホ－ツク 88.9 100.0 100.0

十勝 85.7 93.3 十勝 15.8 15.8 100.0 十勝 73.7 73.7 100.0

釧路 100.0 100.0 釧路 0.0 0.0 37.5 釧路 100.0 100.0 100.0

根室 91.3 83.8 根室 0.0 0.0 40.0 根室 80.0 100.0 100.0

管内 R4 R5 R6 管内 R4 R5 R6 管内 R4 R5 R6

全国 － － － 全国 － － － 全国 99.7 99.8 99.9

全道 59.5 62.9 62.2 全道 728.2 771.6 R7.12 全道 98.7 99.1 99.3

空知 51.9 58.5 62.5 空知 45.5 44.4 R7.12 空知 100.0 100.0 100.0

石狩 65.7 71.4 78.4 石狩 295.5 320.5 R7.12 石狩 99.9 100.0 100.0

後志 57.6 72.1 54.4 後志 26.0 26.0 R7.12 後志 98.2 99.1 100.0

胆振 65.0 67.4 68.9 胆振 44.8 44.8 R7.12 胆振 99.7 100.0 100.0

日高 51.7 32.0 66.7 日高 12.7 12.9 R7.12 日高 100.0 100.0 100.0

渡島 61.9 60.8 57.1 渡島 49.3 51.3 R7.12 渡島 98.3 99.1 100.0

檜山 54.6 73.5 48.8 檜山 3.0 2.4 R7.12 檜山 93.0 100.0 100.0

上川 62.0 64.8 60.0 上川 82.6 87.0 R7.12 上川 93.5 94.8 95.8

留萌 60.5 61.5 66.7 留萌 3.1 3.1 R7.12 留萌 95.4 95.2 95.2

宗谷 61.9 67.7 67.9 宗谷 7.8 7.9 R7.12 宗谷 96.2 96.2 96.2

オホ－ツク 61.9 61.8 61.0 オホ－ツク 63.9 69.9 R7.12 オホ－ツク 99.2 99.4 99.4

十勝 58.4 59.7 65.5 十勝 54.8 54.5 R7.12 十勝 100.0 100.0 100.0

釧路 74.3 65.1 62.1 釧路 25.8 32.5 R7.12 釧路 100.0 100.0 100.0

根室 47.6 38.9 63.6 根室 13.3 14.5 R7.12 根室 99.1 99.1 100.0

20 ⑤

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
振
興

家庭教育サポート企業
が教育委員会等と連携
して家庭教育支援を行
う市町村の割合(%)

 現状値(基準値)訂正
 計画では6.7→7.3

【基準年】R4
【目標値】54.0％

20 ⑥

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
振
興

公立図書館の来館者数
(万人)

【基準年】R3
【目標値】900万人

【基準年】R4
【目標値】毎年度
         160人以上

道立青少年体験活動支
援施設の利用者数
(万人)

【基準年】R1　17.9万人
【目標値】毎年度
          18.9万人以上
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【基準年】R4
【目標値】100％

【基準年】R4
【目標値】100％

社会教育主事を配置し
ている市町村の割合(%)

【基準年】R4
【目標値】100％

防犯教室及び防犯訓練
の両方を実施している
学校の割合(%)（小・
中・高）

（小・中・高の平均
値）

 基準年訂正
 計画ではR3→R4

【基準年】R4
【目標値】100％

21 ②

③ 20 ④ 21

施策項目・指標

【基準年】R4
【目標値】93.0％

地域学校協働活動推進
員等が学校運営協議会
に参画している学校の
割合(%)（小・中・高・
特）

【基準年】R4
【目標値】56.0％

障がい者の学習機会に
関する実態把握をして
いる市町村の割合(%)

施策項目・指標

① 20

施策項目・指標

【基準年】R4
【目標値】64.0％

児童生徒自らが積極的
に学ぶ交通安全教育を
行っている学校の割合
(%)（小・中・高）

（小・中・高の平均
値）

 基準年訂正
 計画ではR3→R4

【基準年】R4
【目標値】100％

【基準年】R4
【目標値】80.0％

公立小・中学校の耐震
化率(%)

施策項目・指標

地震に加え、地域の実
態を踏まえた自然災害
に応じた、避難（防
災）訓練を実施してい
る学校の割合(%)（小・
中・高）

（小・中・高の平均
値）

 基準年訂正
 計画ではR3→R4

施策項目・指標

19 ③

④ 21

地域学校協働活動推進
員等を対象とした研修
の参加者数（人）

① 21 ⑤

生涯学習の成果を活用
している住民の割合(%)
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学
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育
の
振
興

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
構
築

② 21 ①

施策項目・指標 施策項目・指標 施策項目・指標

施策項目・指標 施策項目・指標

19

学校運営協議会を設置
している学校（コミュ
ニティ・スクール）の
割合(%)（小・中・高・
特）

③

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
推
進

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
構
築

施策項目・指標 施策項目・指標 施策項目・指標

遠隔授業で実施した教
科・科目について学び
に対する興味・関心を
高めることができたと
感じた生徒の割合(%)
（高）

【基準年】R4
【目標値】90.0％

地域と連携した「１日
防災学校」を実施して
いる市町村の割合（札
幌市を除く）(%)

④

19

施策項目・指標 施策項目・指標

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
振
興

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
構
築

【基準年】R4
【目標値】100％

② 20

当該調
査（文
部科学
省）が
廃止と
なった
ため、
Ｒ６は
代替調
査（道
教委）
により
把握

－112 －



【柱３　地域と歩む持続可能な教育の実現】
管内 R4 R5 R6

全国 － － －

全道 217 241 230

近美 17 23 37

三岸 7 34 24

旭美 53 53 61

函美 6 6 3

帯美 44 32 24

芸術館 18 28 33

文学館 16 8 16

北方民 56 57 32

管内 R4 R5 R6

全国 － － －

全道 375.5 276.4 309.7

近美 254.1 157.7 179.3

三岸 8.9 12.5 12.1

旭美 27.6 22.8 22.3

函美 21.9 25.4 22.2

帯美 18.8 7.3 18.6

芸術館 2.6 7.6 8.4

文学館 15.1 15.3 15.0

北方民 26.5 27.8 31.7

管内 R4 R5 R6

全国 － － －

全道 83.1 83.9 87.7

空知 89.5 94.7 94.7

石狩 100.0 100.0 100.0

後志 50.0 50.0 61.1

胆振 81.8 90.9 90.9

日高 85.7 100.0 100.0

渡島 90.9 81.8 90.9

檜山 100.0 100.0 100.0

上川 70.6 72.2 77.8

留萌 71.4 71.4 71.4

宗谷 87.5 87.5 87.5

オホ－ツク 91.7 91.7 100.0

十勝 94.1 88.2 88.2

釧路 87.5 87.5 100.0

根室 100.0 100.0 100.0

管内 R4 R5 R6

全国 － － －

全道 79.7 81.9 R7.10

空知 74.7 100.0 R7.10

石狩 77.9 79.5 R7.10

後志 85.9 83.6 R7.10

胆振 100.0 96.9 R7.10

日高 100.0 100.0 R7.10

渡島 91.9 91.9 R7.10

檜山 92.6 100.0 R7.10

上川 63.2 65.5 R7.10

留萌 65.5 64.4 R7.10

宗谷 63.2 64.7 R7.10

オホ－ツク 63.0 65.4 R7.10

十勝 78.0 83.2 R7.10

釧路 85.7 88.4 R7.10

根室 79.5 77.5 R7.10

施策項目・指標

【基準年】R4
【目標値】97.0％

施策項目・指標

施策項目・指標

22 ①

22

22

学校教育活動として美
術館・博物館を活用し
た学校数

【基準年】R3
【目標値】217校

芸
術
文
化
活
動
の
推
進

芸
術
文
化
活
動
の
推
進

芸
術
文
化
活
動
の
推
進

施策項目・指標

芸
術
文
化
活
動
の
推
進

②

美術館・博物館のホー
ムページの閲覧者数
（万件）

【基準年】R3
【目標値】274.3万件

指定文化財所在市町村
で北海道文化財保護強
調月間に「文化財を活
用した事業」を実施し
ている市町村の割合(%)

22 ③

④

「北海道・北東北の縄
文遺跡群」など地域の
文化財を活用した教育
活動を実施した学校の
割合(%)（小、中）

【基準年】R4
【目標値】100％

－113 －
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１　北海道教育委員会の組織

北海道立教育研究所
教育政策課

（令和６年４月１日現在）

教育庁 所管機関

教育部長 総務政策局
北海道立高等学校（189）

総務課
北海道立中等教育学校（１）

法制・公務管理担当課長

北海道立特別支援学校（66）
施設課

学校教育監 学校教育局 北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル森

北海道立特別支援教育センター
組織力向上推進室

北海道立生涯学習推進センター
生涯学習推進局

北海道立図書館
社会教育課

生徒指導・学校安全担当局長
北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル厚岸

北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル砂川
文化財・博物館課
道立近代美術館担当課長 北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル深川

高校配置・制度担当局長
北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル北見

指導担当局長

特別支援教育担当局長 北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル足寄

高校教育課
北海道立近代美術館

高校配置・制度担当課長
北海道教育委員会

北海道立旭川美術館
義務教育課

教育長
北海道立函館美術館

幼児教育推進センター
教育委員５名

（義務教育課長兼職） 北海道立帯広美術館

学力向上推進課
北海道立北方民族博物館

特別支援教育課
北海道立文学館

教職員育成課
北海道立釧路芸術館

健康・体育課
北海道立埋蔵文化財センター

医療参事（兼職）

生徒指導・学校安全課

部活動改革推進課

ＩＣＴ教育推進局

ＩＣＴ教育推進課
ＩＣＴ教育推進担当課長（高校教育） （高校教育課長兼職）

（出先機関）
教育局（14）

教育指導監

教育職員監 教職員局
（教育部長兼職）

教職員課

働き方改革担当課長

職員制度室

教職員事務課
手当認定・旅費担当課長

福利課

医療参事

ＩＣＴ教育推進担当課長（義務教育） （義務教育課長兼職）

ＩＣＴ教育推進担当課長（特別支援教育） （特別支援教育課長兼職）

－114－



２　高等学校への生徒の就学状況

　(1) 入学定員

増

減

　(2) 中学校卒業者に対する入学定員、入学者数の推移

　(3) 公立高等学校等入学者選抜状況

３　公立高等学校生徒への学資金貸付事業の概要

24 3,052

計 48 6,202

高等学校定時制課程及
び通信制課程修学奨励
費

学年進行による貸付 24 3,150
貸付月額

14,000円
新規貸付

25,706

区　　　　　　　　分 貸付人数（人） 貸付金額（千円） 備　　　　考

計 31,700 28,890 26,136 31,336 28,227

24,756

定時制 1,970 1,069 975 1,970 1,003 950

全日制 29,730 27,821 25,161 29,366 27,224

区　　　　分 令和６年度（令和６年３月実施） 令和７年度（令和７年３月実施）

課程別 募集人員 受検者 合格者 募集人員 受検者 合格者

令和５年度 106.2 -0.1 93.2 93.5

（単位：人）

令和３年度 108.5 0.6 95.3 95.5

令和４年度 106.3 -2.2 94.2 94.3

令和６年度 106.0 -0.2 92.1 92.8

令和２年度 107.9 1.0 95.9 95.6

△26

年　　　度
中卒者に対する入学定員の比率(％) 中卒者に対する入学者数の比率(％)

上昇率 北海道 全国

公立の募集学級増減数
1414 17 20 9

△ 22△ 37 △ 36 △ 20

中学校卒業者に対する入学定員の比率（％） 106.0107.9 108.5 106.3 106.2

計 43,41145,867 44,457 44,497 43,712

入
学
定
員

国
・
公
立

全日制 30,05032,290 31,050 31,050 30,370

定時制

32,570

私　立 11,161

区 分

中学校卒業者 40,95142,496 40,983 41,845

11,257 11,207 11,247 11,142

2,2002,320 2,200 2,200 2,200

（単位：人）

年 度
令和６年度令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

41,178

計 32,25034,610 33,250 33,250
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４　特別支援教育の対象児童生徒の就学状況

５　特別支援教育就学奨励費の概要

人数

金額

人数

金額

人数

金額

人数

金額

人数

金額

人数

金額

人数

金額

人数

金額

人数

金額

人数

金額

聴覚障害 180 81 261

知的障害 5,094 7,181 12,275

区　　分
就学者数（人）

特別支援学校 特別支援学級 計

視覚障害 96 37 133

言語障害 0 459 459

情緒障害 0 12,011 12,011

肢体不自由 565 242 807

身体虚弱・病弱 30 349 379

合計 5,965 20,360 26,325

（単位（人数）：人、単位（金額）：千円）

区　　分
教科用
図書
購入費

学校
給食費

交　　通　　費

職場
実習費

交流
及び

共同学習
費

寄宿舎居住に伴う経費

通学費 帰省費 寝具
購入費

日用品等
購入費

食費
本人 付添人 本人 付添人

幼稚部

0 40 39 39 4 3

273

0 0 1 3 3

0 1,610 780 780 481 0 0 3 154 201

小学部

0 1,149 1,003 685 69

0 55,475 9,948 8,531 2,651 2,861 0 1 92

149 90 0 11 25 56

1,824 5,752

中学部

0 728 539 322 206 115 29 3

0 43,083 5,483 4,083 3,552 3,108 18 0 103

163 1,752 47 335 793

24,643 107,245

25 78 97

3,308 8,811

0 12 15

4,874 1,181 224 0 1,309

高等部
（本・別）

1,619 3,011 1,970 388 1,066

23,494 164,299 92,163 6,109 72,243 6,913 6,965 34 1,567

2,186

0 339 1,715

新入学児童
生徒学用品
・通学用品
購入費

ICT機器
購入費
(加算分)

オンライン
学習通信費

拡大
教材費

計

123,7246,995 35 1,765 30,268計（金額） 28,369 265,649 108,598 19,504

校外活動等参加費

0 12 0

80,236 13,155

高等部
（専）

23 20 4 0 15 0 12 0

職場実習
宿泊費本人

区　　分

修　学　旅　行　費
学用品・
通学用品
購入費

0 0 0

修学旅行費

付添人 本人 付添人

0 190

幼稚部

0 0 15 3 0

0 0 10 4 4,5450 250 0 0 0 0

40

小学部

193 9 591 24 0 1,061 147 0

0 0 0 105,543

0 0 5,262

3,266 92 2,624 140 0 8,021 4,263

0

21,766

77,994

634 178 0 2 0 3,579

994 2,217 22

6,459 0 10 0 100,7730 8,207

0

0 774,628

77 2,537
高等部

（本・別）

910 11 1,648 20

10,221 383 3,812 130

中学部

232 11 369 11

高等部
（専）

0 0 0 0 0 0 0

0 0 9,653

495 14,495 340 502 42,997 48,886 83,014 229

計（金額） 91,481 971 20,941 614

0 0 0 101

0 0 0 0 0 0

995,141502 59,474 59,608 83,014 239 0

0 0
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６　学校給食の実施概況

　(1) 学校給食実施状況

区分

種別

（注） 小学校は、義務教育学校前期課程を含む。中学校は、義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程を含む。

　(2) 管内別学校給食実施状況
（小学校）

校 人 校 人 校 人 校 人 校 人 校 ％ 人 ％ 校

56 9,566 56 9,566 53 8,873 0 0 0 0 56 100.0 9,566 100.0 0

264 107,469 261 107,457 64 20,705 0 0 0 0 261 98.9 107,457 99.9 3

56 7,044 56 7,044 50 5,992 0 0 0 0 56 100.0 7,044 100.0 0

63 15,650 63 15,650 63 15,650 0 0 0 0 63 100.0 15,650 100.0 0

22 2,542 21 2,405 9 1,392 0 0 1 137 22 100.0 2,542 100.0 0

76 13,417 75 13,414 69 11,451 0 0 0 0 75 98.7 13,414 99.9 1

17 1,010 15 940 15 940 0 0 2 70 17 100.0 1,010 100.0 0

109 19,409 106 19,254 63 10,097 0 0 3 155 109 100.0 19,409 100.0 0

17 1,416 14 1,267 11 1,140 2 105 1 44 17 100.0 1,416 100.0 0

34 2,327 34 2,327 30 2,219 0 0 0 0 34 100.0 2,327 100.0 0

74 10,683 73 10,679 53 5,750 0 0 0 0 73 98.6 10,679 99.9 1

83 14,792 83 14,792 71 12,634 0 0 0 0 83 100.0 14,792 100.0 0

54 7,921 54 7,921 50 7,772 0 0 0 0 54 100.0 7,921 100.0 0

24 3,091 24 3,091 24 3,091 0 0 0 0 24 100.0 3,091 100.0 0

949 216,337 935 215,807 625 107,706 2 105 7 406 944 99.5 216,318 99.9 5

（注）　表中の完全給食のうち、共同調理場分の数字は完全給食の内数である。

釧　路

根　室

合　計

檜　山

上　川

留　萌

宗　谷

ｵﾎｰﾂｸ

十　勝

空　知

石　狩

後　志

胆　振

日　高

渡　島

学

校

数

実

施

率

児

童

数

実

施

率

学

校

数

児

童

数

ミルク給食 合　　　　計 未

実

施

校

数

学

校

数

児

童

数

共同調理場 学

校

数

児

童

数

学

校

数

児

童

数

種別 学

校

総

数

在

学

児

童

数

完全給食 補食給食

局名

621 0.2

計 1,504 99.3 331,527 99.9

330,756 99.6

補食給食 3 0.2 150 0.1
合　計 1,515 331,687

完全給食 1,488 98.2

ミルク給食 13 0.9

215 0.2

計 560 98.9 115,209 99.9

114,949 99.6

補食給食 1 0.2 45 0.1
中学校 566 115,350

完全給食 553 97.7

ミルク給食 6 1.0

406 0.2

計 944 99.5 216,318 99.9

215,807 99.6

補食給食 2 0.2 105 0.1
小学校 949 216,337

完全給食 935 98.5

ミルク給食 7 0.8

実施率

校 人 校 ％ 人 ％

学校総数 在学児童・生徒数 給食区分 実施学校数 実施率 在学児童・生徒数
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（中学校）

校 人 校 人 校 人 校 人 校 人 校 ％ 人 ％ 校

37 5,484 37 5,484 36 5,186 0 0 0 0 37 100.0 5,484 100.0 0

139 54,737 135 54,613 38 10,705 0 0 0 0 135 97.1 54,613 99.8 4

36 3,995 36 3,995 31 3,396 0 0 0 0 36 100.0 3,995 100.0 0

44 8,617 44 8,617 43 8,380 0 0 0 0 44 100.0 8,617 100.0 0

15 1,400 14 1,324 8 776 0 0 1 76 15 100.0 1,400 100.0 0

40 7,410 39 7,402 39 7,402 0 0 0 0 39 97.5 7,402 99.9 1

10 627 9 591 9 591 0 0 1 36 10 100.0 627 100.0 0

60 10,586 57 10,503 49 9,499 0 0 3 83 60 100.0 10,586 100.0 0

11 822 9 757 6 666 1 45 1 20 11 100.0 822 100.0 0

21 1,235 21 1,235 18 1,173 0 0 0 0 21 100.0 1,235 100.0 0

49 6,022 48 6,013 45 5,600 0 0 0 0 48 98.0 6,013 99.9 1

48 8,205 48 8,205 42 6,993 0 0 0 0 48 100.0 8,205 100.0 0

36 4,487 36 4,487 33 4,418 0 0 0 0 36 100.0 4,487 100.0 0

20 1,723 20 1,723 20 1,723 0 0 0 0 20 100.0 1,723 100.0 0

566 115,350 553 114,949 417 66,508 1 45 6 215 560 98.9 115,209 99.9 6

（注）　表中の完全給食のうち、共同調理場分の数字は完全給食の内数である。

　(3) 学校給食施設設備状況

（注）　道立学校及び市町村立高等学校に係わる整備費を除く。

　(4) 夜間定時制高等学校給食実施状況（道立、市町村立）

（注）　給食実施数は申出による人数である。（未実施数には未申出者を含む。）

(43.0%)
生徒数(人）

1,952 1,068 45 1,113 839

(54.7%) (2.3%) (57.0%)

(100%) (0.0%)

未実施

学校数(校）
34 32 2 34 0

(94.1%) (5.9%)

計 3,564,545 708,918 10 17

区　分 総　数 完全給食 補食給食 計

学 校 給 食 施 設 の 改 築
2,870,046 538,055 4 4

（ 共 同 調 理 場 ）

学 校 給 食 施 設 の 改 築
174,598 24,893 1 3

（ 単 独 校 調 理 場 ）

（ 単 独 校 調 理 場 ）

学 校 給 食 施 設 の 新 増 築
120,943 22,927 3 3

（ 共 同 調 理 場 ）

千円 千円 市町村 箇所

学 校 給 食 施 設 の 新 増 築
398,958 123,043 2 7

根　室

合　計

学校施設環境改善交付金
交　　付　　決　　定

設置者数 箇所数
施設総事業費 交付金額

上　川

留　萌

宗　谷

ｵﾎｰﾂｸ

十　勝

釧　路

石　狩

後　志

胆　振

日　高

渡　島

檜　山

実

施

率

学

校

数

生

徒

数
局名

空　知

生

徒

数

学

校

数

生

徒

数

学

校

数

実

施

率

生

徒

数

在

学

生

徒

数

完全給食 補食給食 ミルク給食 合　　　　計 未

実

施

校

数

学

校

数

生

徒

数

共同調理場 学

校

数

種別 学

校

総

数
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７　令和６年度（2024年度）研究指定校等一覧

　(1) 文部科学省研究指定校等

事業の概要・趣旨 指定年度

Ｒ４～Ｒ６ 釧路湖陵高等学校 大樹高等学校

Ｒ５～Ｒ７ 岩見沢東高等学校

[新時代に対応した高等学校改革推進事業（創造的教育方法実践プログラム）（高校教育課）]

事業の概要・趣旨 指定年度

Ｒ４～Ｒ６ 伊達開来高等学校

事業の概要・趣旨 指定年度

Ｒ６ 伊達開来高等学校（国語） 札幌南高等学校（公民）

小樽潮陵高等学校（理科） 札幌南陵高等学校（外国語）

有朋高等学校（家庭） 札幌月寒高等学校（情報）

事業の概要・趣旨 指定年度

Ｒ２～Ｒ６ 札幌啓成高等学校 函館中部高等学校

Ｒ３～Ｒ７ 旭川西高等学校

Ｒ４～Ｒ８ 北見北斗高等学校

Ｒ５～Ｒ９ 釧路湖陵高等学校

Ｒ６～Ｒ10 滝川高等学校

事業の概要・趣旨 指定年度
Ｒ４～Ｒ６ 厚岸翔洋高等学校

事業の概要・趣旨 指定年度
Ｒ５～Ｒ７ 有朋高等学校

事業の概要・趣旨 指定年度

七飯養護学校

七飯町立七飯中学校

中札内高等養護学校

更別農業高等学校

学　　校　　名

地域と協働しながら持続可能な社会を担う人材を
育成するため、大学等と連携し、オンラインを活
用して、観光学やデータサイエンス等を専門的に
学び、STEAM教育を柱とした教科等横断的な学習
を推進するカリキュラムを開発する。

[多様性に応じた新時代の学び充実支援事業（高校教育課）］

[インクルーシブな学校運営モデル事業（特別支援教育課）]※新規

学　　校　　名

通信制高校において、添削指導・面接指導・多様
なメディアを利用して行う学習等における指導方
法の改善及びその際の指導・支援体制の効果的な
在り方に関する調査研究を行う。

[新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）（高校教育課）]
学　　校　　名

令和４年度から設置が可能となった新しい普通科
を設置する予定の高等学校等に対し、関係機関等
との連携協力体制の整備や、コーディネーターの
配置などの支援を行い、新学科設置の取組を推進
することで、探究・STEAM教育や特色・魅力ある
文理融合的な学びを実現する。

[教育課程実践検証協力校事業（高校教育課）]
学　　校　　名

幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学
校及び中等教育学校等において、幼児児童生徒が
学習に取り組む様子の観察等を通じて、学習指導
上の様々な実践を客観的に検証することや全国的
な学力調査等と学習の実施状況を相補的に捉える
ことにより、教育課程の基準の改善充実等に必要
となる情報の収集等を行うことを目的とする。

[マイスター・ハイスクール事業（高校教育課）］

[スーパーサイエンスハイスクール（高校教育課）］
学　　校　　名

高等学校及び中高一貫教育校における先進的な科
学技術、理科・数学教育を通して、生徒の科学的
能力及び技能並びに科学的思考力、判断力及び表
現力を培い、もって、将来国際的に活躍し得る科
学技術人材等の育成を図る。

学　　校　　名

産業界と一体となった専門高校改革を推進すると
ともに、地域産業の持続的な成長を牽引する最先
端の職業人材を育成する。

学　　校　　名

インクルーシブ教育システムの推進に向けた取組
として、２地域４校を指定し、障がいのある子ど
もとない子どもの交流及び共同学習を発展的に進
め、一緒に教育を受ける状況と、柔軟な教育課程
及び指導体制について実践的な研究を行い、特別
支援学校と中学校、高等学校を一体的に運営する
インクルーシブな学校運営モデルを構築する。

Ｒ６～Ｒ８
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事業の概要・趣旨 指定年度

滝川市立滝川第三小学校 滝川市立滝川第一小学校

滝川市立江陵中学校 滝川市立東小学校

当別町立とうべつ学園 当別町立西当別小学校

新篠津村立新篠津小学校 余市町立沢町小学校

余市町立黒川小学校 伊達市立伊達小学校

洞爺湖町立虻田小学校 洞爺湖町立洞爺湖温泉小学校

伊達市立東小学校 新ひだか町立高静小学校

新ひだか町立静内小学校 新ひだか町立三石小学校

新冠町立新冠小学校 北斗市立大野小学校

北斗市立萩野小学校 北斗市立市渡小学校

北斗市立谷川小学校 北斗市立上磯小学校

北斗市立大野中学校 今金町立今金小学校

今金町立種川小学校 今金町立今金中学校

富良野市立富良野東中学校 富良野市立富良野西中学校

富良野市立扇山小学校 留萌市立東光小学校

留萌市立緑丘小学校 留萌市立潮静小学校

留萌市立留萌小学校 稚内市立潮見が丘小学校

稚内市立潮見が丘中学校 浜頓別町立浜頓別小学校

豊富町立豊富小学校 北見市立小泉小学校

北見市立小泉中学校 北見市立南小学校

帯広市立花園小学校 帯広市立大正小学校

帯広市立川西小学校 帯広市立帯広小学校

鹿追町立鹿追小学校 釧路町立富原小学校

鶴居村立鶴居小学校 厚岸町立真龍小学校

中標津町立中標津小学校 中標津町立中標津中学校

中標津町立丸山小学校

※太字はリーダー教員所属校

事業の概要・趣旨 指定年度

＜実践校＞

　別海町立中春別中学校 北海道本別高等学校

＜協力校＞

　雄武町立雄武中学校 北海道千歳高等支援学校

事業の概要・趣旨 指定年度

旭川市立緑が丘小学校 長沼町立長沼中学校

旭川市立緑新小学校 北海道帯広柏葉高等学校

旭川市立緑が丘中学校

旭川市立西御料地小学校

長沼町立長沼小学校

[リーディングＤＸスクール事業（ＩＣＴ教育推進課）]

[効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業（特別支援教育課）]※新規
学　　校　　名

[外部講師を活用したがん教育等現代的な健康課題理解増進事業（健康・体育課）]
学　　校　　名

ＧＩＧＡ端末の標準仕様に含まれている汎用的な
ソフトウェアとクラウド環境を活用した効果的な
教育実践を創出・モデル化し、互いの実践からの
相互学習を強く推奨しつつ校種を超えて横展開す
ることにより、全国全ての学校における教育活動
の高度化の実現に資することを目的とする。

Ｒ６

学習指導要領に対応し、地域の実情に応じた外部
講師と連携を図ったがん教育の充実を図る。

Ｒ６

本道の地理的条件を踏まえ、巡回指導を活用した
通級による指導の効果的・効率的な取組を推進
し、その成果を広く普及することにより、本道に
おける通級指導教室の設置拡充を図る。

各地域において通級指導に関わるリーダー的な
立場の教員を指名し、大学等と連携してその専門
性の一層の向上を図り、当該教員を中心に地域に
おける通級指導担当教諭の支援体制を構築する。

Ｒ６～Ｒ７

学　　校　　名

（帯広柏葉高等学校は生成AIパ
イロット校も併せて実施）
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　(2) 北海道教育委員会研究指定校等

事業の概要・趣旨 指定年度

野幌高等学校 伊達開来高等学校

静内農業高等学校 北見緑陵高等学校

幕別清陵高等学校 釧路湖陵高等学校（定時制）

事業の概要・趣旨 指定年度

岩見沢東高等学校 小樽潮陵高等学校

室蘭栄高等学校 苫小牧東高等学校

函館中部高等学校 旭川東高等学校

北見北斗高等学校 帯広柏葉高等学校

釧路湖陵高等学校

事業の概要・趣旨 指定年度

奈井江商業高等学校 札幌西高等学校（定時制）

札幌西陵高等学校 恵庭南高等学校（定時制）

旭川南高等学校 名寄高等学校

士別翔雲高等学校 追分高等学校

鷹栖高等学校 津別高等学校

幕別清陵高等学校 阿寒高等学校

事業の概要・趣旨 指定年度

Ｒ６ 美唄尚栄高等学校 余市紅志高等学校

浦河高等学校 森高等学校

斜里高等学校 標茶高等学校

池田高等学校 登別青嶺高等学校

音更高等学校 鵡川高等学校

湧別高等学校 鹿追高等学校

事業の概要・趣旨 指定年度

月形高等学校 美瑛高等学校

恵庭北高等学校 天塩高等学校

小樽桜陽高等学校 枝幸高等学校

追分高等学校 清里高等学校

富川高等学校 音更高等学校

松前高等学校 弟子屈高等学校

上ノ国高等学校 根室高等学校

事業の概要・趣旨 指定年度

釧路鶴野支援学校 紋別高等養護学校

札幌あいの里高等支援学校 函館高等支援学校

旭川高等支援学校 中札内高等養護学校

事業の概要・趣旨 指定年度

夕張高等養護学校 拓北養護学校

室蘭養護学校 函館養護学校

真駒内養護学校

学　　校　　名

児童生徒が保護者の付き添いがなくても学校生活
を送ることができる支援体制を整備するため、現
在、道教委が雇用している看護師だけでは対応が
難しい場合や今後の看護師不足にも対応できるよ
う、外部委託による医療的ケア児支援の在り方を
検証する。

Ｒ６

学　　校　　名

Ｒ６～Ｒ８

高等学校における特別支援教育の充実を図るた
め、発達障がいのある教育上特別な支援を必要と
する生徒が在籍する道立高等学校に特別支援教育
支援員を配置する。

Ｒ６

[高等学校における特別支援教育支援員配置事業（高校教育課）]
学　　校　　名

[小規模総合学科等の高校魅力化推進事業（高校教育課）]

将来における本道の地域医療を支える人材を育成
するため、医学部への進学を目指す道立高等学校
の生徒に対して、地域医療の現状や医師という職
業への理解を深める機会を提供し、地域医療を担
う使命感を育成するとともに、教育課程や指導方
法の改善・充実を図ることにより、進路希望の実
現に向けた効果的な学習支援に努め、もって本道
の高等学校教育全体の活性化に資する。

[就職指導の改善に関する研究（高校教育課）]
学　　校　　名

[地域医療を支える人づくりプロジェクト事業（高校教育課）]
学　　校　　名

Ｒ６～Ｒ８

[S-TEAM教育推進事業（特別支援教育課）]

[特別支援学校における医療的ケア実施のための外部委託検証事業（特別支援教育課）]※新規

今日的な就職指導に当たっては、一人一人の社会
的・職業的自立に向け、必要な基盤となる資質・
能力の育成が必要であることから、実践研究校を
指定し、社会や職業への円滑な移行に向けた調査
研究を行い、高等学校における就職指導の改善・
充実を図る。

Ｒ６

学　　校　　名

知的障がい特別支援学校の高等部職業学科設置校
に設置されている普通科において、STEAM教育の
観点から教科等横断的な実践を行うことにより、
学習指導要領で重視されている探究の過程を重視
した教育課程の改善・充実を図る。

Ｒ６

[地学協働による持続可能なまちづくり推進事業（北海道MA＋CHプロジェクト）（社会教育課）] 
学　　校　　名

地域と学校がともに学ぶ取組をとおして、地域と
学校が連携・協働する体制を構築し、持続可能な
まちづくりに資する本道の未来を創る人材を育成
する。

小規模となった総合学科設置校、単位制導入校及
び連携型中高一貫教育導入校等が実施する高校の
魅力化に向けた取組を支援し、これらの高校の教
育環境の充実を図るとともに、その成果の普及を
図ることにより、本道の高校教育全体の活性化に
資する。
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事業の概要・趣旨 指定年度

Ｒ６ 芦別市立芦別小学校 旭川市立大有小学校

芦別市立上芦別小学校 旭川市立近文小学校

芦別市立芦別中学校 旭川市立北光小学校

芦別市立啓成中学校 旭川市立北門中学校

岩見沢市立東光中学校 名寄市立名寄東小学校

岩見沢市立岩見沢小学校 名寄市立名寄小学校

岩見沢市立東小学校 名寄市立智恵文小中学校

栗山町立栗山中学校 名寄市立名寄東中学校

栗山町立栗山小学校 名寄市立風連中央小学校

栗山町立角田小学校 名寄市立中名寄小学校

栗山町立継立小学校 名寄市立名寄西小学校

恵庭市立恵み野中学校 名寄市立名寄南小学校

恵庭市立恵み野小学校 名寄市立風連中学校

恵庭市立恵み野旭小学校 名寄市立名寄中学校

北広島市立東部中学校 留萌市立留萌小学校

北広島市立東部小学校 留萌市立港北小学校

北広島市立北の台小学校 留萌市立港南中学校

小樽市立稲穂小学校 稚内市立稚内南小学校

小樽市立花園小学校 稚内市立稚内港小学校

小樽市立西陵中学校 稚内市立稚内南中学校

小樽市立菁園中学校 浜頓別町立浜頓別小学校

倶知安町立倶知安中学校 浜頓別町立浜頓別中学校

倶知安町立倶知安小学校 猿払村立浅茅野小学校

倶知安町立北陽小学校 網走市立網走小学校

登別市立幌別小学校 網走市立南小学校

登別市立幌別東小学校 網走市立第一中学校

登別市立幌別中学校 網走市立第三中学校

伊達市立伊達小学校 北見市立三輪小学校

伊達市立東小学校 北見市立西小学校

伊達市立伊達中学校 北見市立光西中学校

浦河町立堺町小学校 大樹町立大樹小学校

浦河町立浦河小学校 広尾町立広尾小学校

浦河町立浦河第一中学校 広尾町立豊似小学校

えりも町立えりも中学校 大樹町立大樹中学校

えりも町立えりも小学校 広尾町立広尾中学校

えりも町立笛舞小学校 帯広市立広陽小学校

えりも町立えりも岬小学校 帯広市立啓西小学校

えりも町立庶野小学校 帯広市立西陵中学校

函館市立本通中学校 鶴居村立鶴居中学校

函館市立鍛神小学校 鶴居村立鶴居小学校

函館市立南本通小学校 鶴居村立幌呂小学校

函館市立東山小学校 鶴居村立下幌呂小学校

函館市立本通小学校 鶴居村立幌呂中学校

七飯町立七重小学校 標茶町立標茶小学校

七飯町立藤城小学校 標茶町立磯分内小学校

七飯町立峠下小学校 標茶町立沼幌小学校

七飯町立七飯中学校 標茶町立標茶中学校

知内町立知内小学校 別海町立別海中央小学校

知内町立涌元小学校 別海町立中西別小学校

知内町立知内中学校 別海町立別海中央中学校

福島町立福島小学校 別海町立中西別中学校

厚沢部町立厚沢部小学校

厚沢部町立館小学校

厚沢部町立鶉小学校

厚沢部町立厚沢部中学校

※太字は中核校（加配校）

管理職のリーダーシップの下で学校改善を推進
し、実践成果を普及・啓発するシステムを構築す
る。

学　　校　　名
[学校力向上に関する総合実践事業（実践指定校）（義務教育課）]
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事業の概要・趣旨 指定年度

Ｒ６ 浦臼町立浦臼小学校 下川町立下川中学校

砂川市立砂川小学校 上川町立上川小学校

雨竜町立雨竜中学校 東川町立東川第二小学校

北広島市立大曲東小学校 留萌市立潮静小学校

恵庭市立柏陽中学校 小平町立小平中学校

石狩市立樽川中学校 羽幌町立焼尻小中学校

当別町立とうべつ学園 利尻富士町立鴛泊中学校

蘭越町立蘭越中学校 稚内市立宗谷中学校

小樽市立塩谷小学校 紋別市立潮見小学校

黒松内町立黒松内中学校 興部町立興部中学校

白老町立竹浦小学校 遠軽町立白滝小学校

むかわ町立武川中央小学校 佐呂間町立佐呂間小学校

壮瞥町立壮瞥中学校 足寄町立螺湾小学校

平取町立紫雲古津小学校 士幌町立上居辺小学校

浦河町立荻伏中学校 浦幌町立浦幌小学校

長万部町立長万部小学校 幕別町立忠類小学校

北斗市立大野中学校 浜中町立浜中中学校

函館市立万年橋小学校 釧路町立昆布森中学校

松前町立松前中学校 厚岸町立真龍小学校

乙部町立乙部小学校 羅臼町立春松小学校

せたな町立大成中学校 羅臼町立羅臼小学校
上富良野町立上富良野西小学
校

根室市立北斗小学校

[自殺予防教育実践指定校（生徒指導・学校安全課）]
事業の概要・趣旨 指定年度

Ｒ６ 南茅部高等学校

礼文高等学校

学　　校　　名

帯広柏葉高等学校（定時制）

[北海道ふるさと教育・観光教育等推進事業（実践校）（義務教育課）]

道徳科、総合的な学習の時間、特別活動等におい
て、「アイヌの人たちの歴史・文化等」「北方領
土」「縄文遺跡群」「北海道の文化遺産等」の学
習を取り上げたり、北海道の自然や文化、観光産
業等の教育資源を活用したりすることにより、北
海道についての理解を深め、郷土に対する愛着や
誇りを育むふるさと教育・観光教育の充実を図
る。

学　　校　　名
児童生徒の援助希求的程度、早期の問題認識、ス
トレス対処能力を高めることをねらいとして道教
委が作成した「児童生徒の自殺を予防するための
プログラム」の活用の成果を全道に普及し、各学
校における自殺予防教育の組織的・体系的な取組
を推進する。
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８　道立学校職員、県費負担教職員の人事異動の概況

　(1) 新採用

（小・中学校）

種別

区分

教科
教
諭

養
護
教
諭

栄
養
教
諭

事
務
職
員

計
国
語

社
会

数
学

理
科

音
楽

美
術

保
体

家
庭

英
語

技
術

養
護
教
諭

栄
養
教
諭

事
務
職
員

計

278 33 4 19 334 34 37 49 26 24 6 40 9 35 3 26 1 14 304 638

（高等学校）

区分

教科
国
語

数
学

社
会

理
科

保
体

音
楽

英
語

家
庭

農
業

工
業

商
業

水
産

看
護

美
術

情
報

福
祉

養
護
教
諭

計

26 30 37 29 20 1 16 4 9 10 6 1 2 2 6 1 7 207

（特別支援学校）

区分

学部等
栄
養
教
諭

養
護
教
諭

計

5 8 100

　(2) 転任

（小・中学校）

区分

区分

（高等学校）

（特別支援学校）

異動前

　(3) 退職（令和６年度（2024年度）末）

種別　

区分

124

282 3,843

特Ａ群 75 19 10 14 4 2

特別支援学校 31 0 50 25 6 0 112

合
計

特Ａ群 Ａ群 Ｂ群 Ｃ群 Ｄ群 特Ｄ群 計

Ａ群 Ｂ群 Ｃ群 計

中学校 147 0 153 44 14 0 358

高等学校 67 0 222 26 11 0 326

普通 傷病 定年 勧奨 道外転出 その他 計

小学校 279 0 236 102 30 0 647

Ｃ群 38 27 22 87

7.5.1現在 116 71 65 252

Ａ群 43 27 26 96

Ｂ群 35 17 17 69

7.5.1現在 191 129 93 100 53 5 571

異動後

Ｄ群 15 26 15 20 11 0 87

特Ｄ群 1 2 5 2 2 1 13

Ｂ群 19 17 16 20 13 2 87

Ｃ群 34 35 34 31 17 0 151

6 0 109

7.5.1現在 1,152

異動態様 市町村間

同一市町村 他市町村 計

2,691 3,843

異動後

異動前

Ａ群 47 30 13 13

全道異動

管内 全道 計

3,561

7.5.1現在 2,023 237 1,384 199 3,843

小～小 小～中 中～中 中～小 計

小　学　校 中　　　　学　　　　校

7.5.1現在

7.5.1現在

自
立
活
動

高
等
部

中
学
部

小
学
部

7.5.1現在 87

異動態様 小・中学校間
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９　教職員の研修

　(1) 教職員育成課所管の研修

名　称 会場（派遣先） 参加人員 備考

教職員等中央研修

教育改革の最新動向や適切な学
校運営、学校組織マネジメント
等の重要課題に関する高度な知
識等を習得し、各地域において
中心的な役割を担う校長・副校
長・教頭等の教職員の育成を図
る。

・集合・宿泊型
・ハイブリッド型
独立行政法人教職員
支援機構 つくば中央
研修センター
・オンライン
（研修により異な
る）

40人

学校運営研修

新任教務主任のほか、教務・研
修を推進する教諭に対し、講義
や協議、演習を通じて、教育計
画の立案を含むカリキュラム・
マネジメントに関する実践的な
研修を行い、学校運営の中核と
なる教員として必要な資質能力
の向上を図る。

全道９会場
（オンライン含） 367人

オンデ
マンド
形式に
よる研
修も含
む

手引作成会議 ７月16日～17日 札幌市 120人

指導助言者
研究協議会 ８月21日 札幌市 107人

研究協議会 12月13日 全道４会場 262人

看護 12月６日
三草会

札幌看護専門学校
２人

水産 12月24日～12月26日
北海道小樽水産高

等学校他
10人

家庭 2月25日 札幌市男女共同参画センター 18人

農業
北海道道立総合研

究機構他
１人

工業 北海道大学他 １人

商業 北星学園大学他 １人

看護 日本福祉大学 ２人

生徒指導研究協議会

生徒指導上の諸課題に関する研
究協議を行い、学校、家庭及び
地域社会が連携協力して生徒指
導の充実を図るとともに、教員
の指導力の向上を図る。

オンライン 899人

進路指導対策会議

高等学校及び特別支援学校高等
部における進路指導上の諸問題
についての理解を深め、地域、
学校の実態に応じた進路指導の
充実及び雇用対策の円滑な推進
を図る。

14管内

（オンライン）
271人

大学院研修派遣

教員を大学院及び教職大学院に
派遣し、各地域や学校における
指導的役割を果たすことのでき
る確かな指導理論と優れた実践
力や応用力を身に付けた教員を
育成することを通して、北海道
の教育の充実を図る。

筑波大学大学院
北海道教育大学
教職大学院

7人
新規
のみ

初任段階教員研修

採用１年目から５年目までの教
諭等に対し、学習指導や学級経
営、地域との連携、生徒指導等
に関する研修を行い、初任段階
教員としての資質能力の向上を
図る。

14管内

(オンライン含む)
3,342人

８月～３月
（20日間）

高等学校教育課程研究
協議会

高等学校及び特別支援学校の教
諭等に対し、講義、協議、演習
等を通じて、各教科等における
教育課程の編成等に関する研修
を行い、実践的指導力の向上を
図る。

高等学校産業教育長期
実技研修

産業教育を担当する教諭を大学
及び産業に関する研究機関等に
派遣し、各機関の指導のもとに
研修を行い、実践的指導力等の
向上を図る。

６月から９月までの２日
間（1日分のオンデマンド
研修を含む）

４月25日

高等学校産業教育実技
講座

産業教育を担当する教諭に対
し、協議や実技等を通じて、教
科実習等の指導方法に関する研
修を行い、実践的指導力等の向
上を図る。

１～２年間

４月１日～３月31日

目　的 期　間

４月～３月

６月５日～７月19日
（１～２日間）
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名　称 会場（派遣先） 参加人員 備考

特別支援教育担当教員
長期派遣

特別支援学校の中堅教員を特別
支援教育の研究機関に派遣し、
各地域や学校における指導的役
割を果たすことのできる確かな
指導理論と優れた実践力や応用
力を身に付けた教員を育成する
ことを通して、北海道の教育の
充実を図る。

筑波大学特別支援教
育連携推進グループ

０人

手引執筆会議 ９月11日～13日 札幌市 21人

指導助言者
研究協議会 11月７日 オンライン 21人

研究協議会 12月５日～６日 オンライン 271人

小学校教育課程編成協
議会

小学校の教諭等に対し、講義、
協議、演習等を通じて、教育課
程の編成等に関する研修を行
い、実践的指導力等の向上を図
る。

オンライン 417人

中学校教育課程編成協
議会

中学校の教諭等に対し、講義、
協議、演習等を通じて、教育課
程の編成等に関する研修を行
い、実践的指導力等の向上を図
る。

オンライン 343人

新任校長・副校長・教
頭研修

新任管理職に対し、学校教育目
標を具現化するためのリーダー
シップや教職員の資質能力の向
上、教育資源の効果的な活用等
に関わる研修を実施することに
より、管理職としての資質能力
の向上を図る。

オンライン 491人

新任教
頭研修
は集合
研修も
実施

新任主幹教諭研修

公立学校の新任主幹教諭に対
し、学校教育目標を具現化する
ためのリーダーシップや教職員
の資質能力の向上、教育資源の
効果的な活用等に関わる研修を
実施することにより、主幹教諭
としての資質能力の向上を図
る。

オンライン 88人

教員長期社会体験研修

教員を民間企業、社会福祉施
設、社会教育施設等の学校以外
の施設に長期間派遣し、社会の
構成員としての視野を広げるこ
とを通じて、教員の育成を図
る。

令和５
年度か
ら休止

公立学校長期研修派遣

教員を道内の研修機関等におい
て研究員等として長期間集中し
て研修する機会を設け、確かな
指導理論と優れた実践力・応用
力を備え、地域や学校における
指導的役割を果たしうる教員の
養成を図る。

道立特別支援教育
センター

１人

中堅教諭等資質向上研
修

在職期間が原則10年に達した中
核的な役割が期待される教諭等
に対し、講義や協議、演習等を
通じて、カリキュラム・マネジ
メント等に関する実践的な研修
を行い、中堅教員として必要な
資質能力の向上を図る。

14管内

（オンライン含）
517人

９月～10月

４月１日～３月31日
（１年間）

９月～10月

５月～12月

実施なし

５月～２月

５月～12月

特別支援教育教育課程
研究協議会

特別支援学校の教諭等に対し、
講義、協議、演習等を通じて、
特別支援学校における教育課程
の編成等に関する研修を行い、
実践的指導力等の向上を図る。

目　的 期　間

４月１日～３月31日
（１年間）
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名　称 会場（派遣先） 参加人員 備考

公立小・中学校新採用
事務職員研修

市町村立学校の新採用事務職員
に対し、職務遂行に必要な事項
に関する基礎的な内容等につい
て研修を行い、学校事務職員と
しての心構え及び学校事務の基
礎的な能力の育成を図る。

札幌市
（オンライン含）

33人

オンデ
マンド
形式に
よる研
修も含
む

公立小・中学校現任事
務職員研修

小・中学校の現任の事務職員を
対象として、総務・財務に関す
る事務や校務運営への参画等に
関する研修を行い、事務職員の
資質の向上を図る。

オンライン
（２ブロック）

58人

公立小・中学校事務主
任・事務主幹研修

小・中学校の事務主任・事務主
幹を対象として、総務・財務等
に関する事務や校務運営への参
画、人材育成等に関する研修を
行い、事務主任・事務主幹の資
質の向上を図る。

オンライン
（１ブロック）

135人

　(2) 義務教育課所管の研修

名　称 会場（派遣先） 参加人員 備考

北海道小学校・中学校
教育課程改善協議会

学習指導要領の趣旨等を踏ま
え、本道の小・中学校における
教育課程の編成・実施及び学習
指導上の課題などに関する説
明・協議・演習を通して、具体
的な課題解決の方策を明らかに
することにより、「社会に開か
れた教育課程」の実現に向けた
教育課程の改善に資することを
目的とする。

オンライン 856人

第１回 ７月24日 133人

第２回 1月31日 26人

学校力向上に関する総
合実践事業事務職員情
報交流会

学校力向上に関する総合実践事
業の中核校の事務職員等を対象
とした講演及び情報交流を行う
ことにより、学校事務職員の学
校経営への参画意識の高揚と学
校事務の共同実施等による業務
の効率化について共通理解を図
り、各指定地域における取組の
充実と全道の小・中学校の学校
力の向上を図る。

オンライン 200人

技
術

第１回 4月25日 62人

第２回 5月9日 76人

第３回 5月16日 59人

12月
（１日間）

12月
（１日間）

オンライン

7月19日

７月～９月

期　間目　的

目　的 期　間

10月10日～29日
（６日間）

学校力向上に関する総合実践事
業の中核校の専科教員及び理科
の専科加配教員等を対象とした
講演や情報交流を行うことによ
り、資質・能力の育成に向けた
授業づくり、小学校高学年にお
ける教科担任制による指導の充
実について共通理解を図り、専
科教員の指導力向上及び各指定
地域における取組の充実を図
る。

技術担当教員が、講義や交流等
を通して、技術・家庭科（技術
分野）に係る指導の在り方につ
いて、理解を深める。

技術科基礎研修講座

第１回
のみ専
科教員
(理科)
指導力
向上研
修会を
兼ねる

学校力向上に関する総
合実践事業専科教員情
報交流会兼専科教員
（理科）指導力向上研
修会

オンライン
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名　称 会場（派遣先） 参加人員 備考

技術科実践交流会

技術担当教員が、実践交流や事
例発表等を通して、技術・家庭
科（技術分野）に係る指導のあ
り方について、理解を深める。

集合・オンライン 72人

全道道徳授業づくり推
進会議

道徳教育推進リーダーによる先
進校視察報告や講師による講
話、説明・協議等を通して、
「よりよい生き方を実践する力
を育む道徳教育の推進事業」の
趣旨、学習指導用要領の趣旨や
内容等について理解を深めると
ともに、道徳科の特質を生かし
た授業づくりについて理解を深
め実践につなげる。

オンライン 86人

第１回 6月25日 89人

第２回 12月17日 97人

第１回 5月29日 151人

第２回 9月26日 77人

第３回 12月10日 131人

第１回 7月17日 105人

第２回 11月8日 59人

　(3) 義務教育課（幼児教育推進センター）所管の研修

名　称 会場（派遣先） 参加人員 備考

７月～２月 Ⅰ期、Ⅱ期 オンライン 288人

７月 集合
札幌市生涯学習セン
ター（札幌市）

124人

幼児教育施設長研修

施設長に対し、施設運営、教育
指導上の諸問題について、講義
等を行い、幼児教育の充実を図
る。

オンライン 110人

オンデ
マンド
形式に
よる研
修も含
む

幼児教育中堅保育者資
質向上研修

在職期間が10年に達した者のほ
か、在職期間が７年に達した保
育者で、任命権者又は保育者が
所属する幼児教育施設の長が対
象として適当と認めた者に対
し、幼児教育に関する様々な教
育課題等について、個々の能
力、適性等に応じた研修を行
い、指導力の向上を図る。

オンライン 152人

オンデ
マンド
形式に
よる研
修も含
む

学習指導要領の趣旨等を踏まえ
た取組の着実な実施に向け、本
道の課題や全国学力・学習状況
調査の結果等を活用した授業改
善の方向性について理解を深め
る。

オンライン

オンライン

オンライン

9月5日

帰国・外国人児童生徒
等教育の推進支援事業
推進協議会

日本語指導が必要な帰国・外国
人児童生徒等が自信と誇りをも
ち、生き生きとした学校生活を
送ることができるよう、受入れ
体制の整備や特別の教育課程、
日本語指導の在り方について理
解を深め、指導力の向上を図る
ことで、各地域や学校における
支援の充実に資する。

ふるさと教育・観光教
育等実践事例交流会

北海道ふるさと教育・観光教育
等推進事業の実践校及び協力校
が、本事業の趣旨説明、講演や
協議等を通して、ふるさと教
育・観光教育等の意義、北海道
に対する愛着や誇りを育む教育
活動の在り方について理解す
る。

EｰLineセミナー兼小学
校外国語専科教員研修
会

第１、
３回の
み小学
校外国
語専科
教員研
修会を
兼ねる

９月～２月

８月～２月

幼児教育初任保育者
研修

幼児教育施設の初任保育者を対
象に、幼児教育に関する基礎
的、基本的な内容について研修
を行い、指導力の向上を図る。

目　的 期　間

オンデ
マンド
形式に
よる研
修も含
む

12月13日

期　間目　的
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名　称 会場（派遣先） 参加人員 備考

学校安全推進会議

教職員等に対し、安全教育・安
全管理に関する取組について協
議等を行い、安全教育等の充実
を図る。

14管内
（オンライン含）

747人

学校安全教室

教職員等に対し、交通安全教育
や防犯教育、防災教育に関する
講義や協議、実技等を行い、安
全教育等の充実を図る。

３管内 98人

ネットパトロール講習
会兼指導者養成研修会

教諭等に対し、学校等における
ネットパトロールに関する研修
を行い、各地域の講習会や保護
者向け学習会の講師を養成す
る。

14管内
（オンライン）

204人

基礎研修A ７月31日
14管内

(オンライン含む）
129人

基礎研修B 11月21日
14管内

（オンライン）
102人

応用研修
①

８月１～２日 札幌市 29人

応用研修
②

１月７～８日 札幌市 36人

　(5) 健康・体育課所管の研修

[学校体育担当教員]

名　称 会場（派遣先） 参加人員 備考

武道講習会

保健体育科における武道に関す
る講習を実施し、教員の指導力
の向上を図り、安全で円滑な武
道授業の充実に資する。

旭川市総合体育館
千歳市開基記念
総合武道館

46人

[学校保健・安全担当教員]

名　称 会場（派遣先） 参加人員 備考

第Ⅰ期 ５月27日～28日

第Ⅱ期 11月28日～29日

オンデマ
ンド形式
による研
修

札幌市

オンデマ
ンド形式
による研
修

初任段階養護教諭等研
修（４年次）

採用４年目の養護教諭等に対
し、これまでの振り返りと取組
の改善等に関する研修を行い、
初任段階養護教諭として必要な
資質能力の向上を図る。

オンライン 48人

札幌市

オンデマ
ンド形式
による研
修

５月28日

10月

　(4) 生徒指導・学校安全課所管の研修

目　的 期　間

８月～１月

５月～９月
10月～１月

被災地域の学校支援に
関する研修会

道内において大規模災害が発生
した場合に備え、学校の早期再
開支援の方法や体制づくりにつ
いて理解を深める。

期　間目　的

９月６日
９月13日

目　的 期　間

初任段階養護教諭等研
修（１年次）

初任段階養護教諭等として必要
な資質能力の育成・向上が図ら
れるよう、講義や協議、演習等
を通じて、採用の日から１年間
の養護教諭等の職務の遂行に必
要な事項に関する実践的な研修
を行う。

初任段階養護教諭等研
修（５年次）

初任段階養護教諭等研
修（３年次）

71人

初任段階養護教諭等研
修（２年次）

採用２年目の養護教諭等に対
し、保健室経営等に関する研修
を行い、初任段階養護教諭とし
て必要な資質能力の向上を図
る。

９月18日～30日 オンライン 92人

オンデマ
ンド形式
による研
修

71人

札幌市

採用５年目の養護教諭等に対
し、保健管理、保健教育及び保
健組織活動等の改善に関する研
修を行い、初任段階養護教諭と
して必要な資質能力の向上を図
る。

９月18日～30日

採用３年目の養護教諭等に対
し、健康課題の解決に向けた取
組等に関する研修を行い、初任
段階養護教諭として必要な資質
能力の向上を図る。

10月17日～18日

10月～１月

12月５日～６日

56人

10月～１月
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